
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9

1 被服科学基礎論Ⅰ ○

2 被服科学基礎論Ⅱ ○

3 被服科学基礎論Ⅲ ○ ○

4 衣生活文化論 ○

5 社会生活入門 ○

6 衣服基礎実験・実習 ○

7 衣材料学Ⅰ ○ ○

8 衣材料学Ⅱ ○ ○

9 繊維材料学 ○ ○

10 衣材料学実験Ⅰ ○ ○

11 衣材料学実験Ⅱ ○ ○

12 衣材料学実験Ⅲ ○ ○

13 高分子分析法 ○ ○

14 高分子分析実験 ○ ○

15 アパレル設計・生産論Ⅰ ○ ○

16 アパレル設計・生産論Ⅱ ○ ○

17 アパレルデザイン論 ○ ○

18 アパレル企画論 ○ ○

19 被服人間工学 ○ ○

20 基礎感性工学 ○ ○

21 アパレル生産実習Ⅰ ○ ○

22 アパレル生産実習Ⅱ ○ ○

23 アパレルＣＡＤ演習 ○ ○

24 衣造形実習Ⅰ ○ ○

25 衣造形実習Ⅱ ○ ○

26 基礎デザイン ○ ○

27 基礎デザイン演習 ○ ○

28 服飾デザイン ○ ○

29 服飾デザイン演習 ○ ○

30 テキスタイルデザイン演習 ○ ○

31 色彩環境論 ○ ○

32 色彩学 ○ ○

33 色彩学演習 ○ ○

34 衣環境学 ○ ○

35 衣環境学実験 ○ ○

36 機能アパレル論 ○ ○

37 運動環境生理学 ○ ○

38 衣人体生理学 ○ ○

39 ユニバーサルデザイン論 ○ ○

被服学科カリキュラムマップ

被服学科では、被服に関する幅広い専門領域の学修を通して、被服や衣生活の創造に資する知識、技能、思考を科学的な視点から身につけ、豊かで充実した人間生
活の実現や我々の生活における様々な問題の解決に貢献できる人材の育成を目指す。そのため、以下の能力の修得を教育上の目標とする。

DP1　被服学における幅広い専門領域の知識、技能、思考を修得し、これを応用して被服や衣生活に関する新たな知見を科学的に理解し説明できる。【大学DP1】

DP2　被服や衣生活における様々な課題に関連した情報やデータを収集し、体系的に分析・整理できる。【大学DP2】

DP3　人間生活における様々な問題や課題を発見し、それらを科学的、創造的に解決するとともに、成果を適正に発信できる。【大学DP2・DP3】

DP4　人間、社会、自然、環境についての深い関心や、被服を通して人々の生活の質の向上に貢献したいという意欲を持つ。【大学DP4・DP5】
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40 テキスタイル管理学 ○ ○

41 テキスタイル管理学実験 ○ ○

42 染色加工学 ○ ○

43 染色加工学実験 ○ ○

44 テキスタイル加工 ○ ○

45 ファッション論 ○ ○

46 工業デザイン論 ○ ○

47 日本服飾文化史Ⅰ ○ ○

48 日本服飾文化史Ⅱ ○ ○

49 西洋服飾文化史Ⅰ ○ ○

50 西洋服飾文化史Ⅱ ○ ○

51 服飾美学Ⅰ ○ ○

52 服飾美学Ⅱ ○ ○

53 造形芸術論Ⅰ ○ ○

54 造形芸術論Ⅱ ○ ○

55 染織文化史 ○ ○

56 民族服飾論 ○ ○

57 消費生活論Ⅰ ○ ○

58 消費生活論Ⅱ ○ ○

59 消費科学 ○ ○

60 ファッションビジネス論 ○ ○

61 衣料商品学 ○ ○

62 マーケティング論Ⅰ ○ ○

63 ファッションマーケティング論 ○ ○

64 アパレル統計学 ○

65 アパレル品質管理のためのケーススタディ ○

66 衣料管理実習 ○ ○

67 衣服文化演習Ⅰ ○ ○

68 衣服文化演習Ⅱ ○ ○

69 被服科学演習 ○ ○

70 被服学総合演習 ○ ○

71 卒業論文 ○ ○
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